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調査概要

Ⅰ．調査目的

本調査は、保護者の皆様に学校給食について評価していただき、課題や問題点を把握し、

今後の給食運営及び食育指導等に反映していくための基礎資料とするために実施しました。

Ⅱ．調査項目

・お子さんの通われている学校、回答者の性別、回答者の年代

１．学校給食の役割で重視しているのはどんな点でしょうか。

２．学校給食について、あなたが期待することを教えてください。

３．給食の献立表（給食だより）を毎日見ていますか。

４．給食の内容についてお子さんと話す機会はありますか。

５．お子さんは、ふだん朝食を食べていますか。

６．お子さんは、ご家族と朝食を食べていますか。

７．ご家庭で、お子さんが嫌いな食べ物を、食べてもらうために、工夫していることはあ

りますか。【新】

８．どのような工夫をされていますか。【新】

９．お子さんは、木曜日給食のおにぎり（ごはん）を持参していますか。

10．お子さんは、どのようにおにぎり（ごはん）を持参していますか。

11．お子さんが、おにぎり（ごはん）を持参していない理由を教えてください。

12．現在の給食費の金額について伺います。【新】

13．町の給食支援事業として、昨年度（R4年 9⽉〜R5 年 3 月分）、給食費を全額減免し

ました。あなたは、このことをご存じでしたか。【新】

14．町の給食費支援事業として、本年度（R5年 4⽉〜）、⾷材料費⾼騰分を⽀援し、給⾷

費の増額を抑制しています。あなたは、このことをご存じでしたか。【新】

15．学校給食費は、食材の購入にのみ使用され、施設設備費や人件費等は含まれていませ

んが、あなたは、このことをご存じでしたか。

16．その他意見がありましたら記入して下さい。
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Ⅲ．調査方法

１．調査方法

 すべての町立学校（斜里小学校、朝日小学校、知床ウトロ学校、斜里中学校）にグーグ

ルフォームのQRコードと調査票を送付しました。

 すべての学校から回答を得られました。

２．対象

 町立学校に在籍している児童生徒の保護者（一世帯一回答）

３．実施期間

 令和 5年 11 月 24⽇（⾦）〜令和 5 年 12 月 7 日（木）

Ⅳ．回収結果

対象数 回答数 回答率

合計 513 世帯 327 世帯 63.7％

※保護者世帯数 513⼾（令和 5 年 11 月 1 日現在）

Ⅴ．調査結果の表示方法など

 報告書に掲載してある設問ならびに選択肢は、アンケート本文の文意に留意しながら、

簡略化しています。

 その他のご意見など、自由記載欄に個人名や事業所名などの固有名詞が記載されてい

た場合は、その個人等が特定されない範囲で表示しています。
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調査結果
＜回答者の属性について＞

回答していただいた方の基礎的な情報として、回答者のお子さんが通われている学校・回

答者の性別・回答者の年齢についてお聞きしました。

 お子さんが通われている学校

 回答者の性別

「女性」が 83％と大半を占めていた。

 回答者の年齢

「40 代」の方からの回答が最も多かった。「60代」の方からの回答はなかった。

回答数 構成比

斜里小学校 121 33.7%

朝日小学校 92 25.6%

斜里中学校 114 31.8%

知床ウトロ学校 32 8.9%

合計 359 100.0%

回答数 構成比

男 50 15.3%

女 272 83.2%

回答しない 5 1.5%

合計 327 100.0%

回答数 構成比

２０代 5 1.5%

３０代 98 30.0%

４０代 187 57.2%

５０代 35 10.7%

６０代 0 0.0%

７０代以上 2 0.6%

合計 327 100.0%

斜里小

33.7%

朝日小

25.6%

斜里中

31.8%

ウトロ

8.9%

男

15.3%

女

83.2%

回答しない

1.5%

３０代

30.0%

４０代

57.2%

５０代

10.7%

その他

2.1%



4

Q1 学校給食の役割で重視しているのはどんな点でしょうか。

（※3つまで選択してください）

「健康・体力向上に役立つ」が最も多く、次いで「偏食をなくす」となった。

＜その他意見＞

・地元の食材を食べる。

・保温保冷管理されているので油戻りなどなくおいしいと思う。

・仲間と食事を通した楽しい時間を過ごす。

・温かい、バランスの良い食事をとれる。

・黙食をやめて楽しい時間づくり。

回答数 構成比

健康・体力向上に役立つ 253 31.1%

偏食をなくす 193 23.7%

連帯感をつくる 55 6.8%

食事のマナーが身に付く 59 7.3%

経済的に助かる 75 9.2%

弁当作りの手間が省ける 173 21.3%

その他 5 0.6%

合計 813 100.0%

31.1%

23.7%

6.8%

7.3%

9.2%

21.3%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40%

31.1%

23.7%

6.8%

7.3%

9.2%

21.3%

0.6%

0.0%

28.4%

24.7%

7.2%

8.7%

6.0%

23.5%

1.4%

0.1%

20.4%

28.7%

9.8%

3.1%

15.4%

21.6%

1.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

健康・体力向上に役立つ

偏食をなくす

連帯感をつくる

食事のマナーが身に付く

経済的に助かる

弁当作りの手間が省ける

その他

無効票

前回調査との比較

令和５年度 令和元年度 平成８年度

「健康・体力向上に役立つ」が年々増加、「偏食をなくす」が減少傾向にある。
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Q2 学校給食について、あなたが期待することを教えてください。

（※3つまで選択してください）

「栄養バランスの良さ」が最も多く、次いで「おいしさ」となった。

＜その他意見＞

・地元の野菜をたくさん食べる。

・糖質・⽢いもの・パン・⼩⻨を減らして、グルテンフリー・国産オーガニック⾷材を。

回答数 構成比

おいしさ 237 25.9%

メニューの豊富さ 98 10.7%

適度な分量 36 3.9%

栄養バランスの良さ 287 31.3%

安全・安心さ 189 20.6%

給食費を安くおさえること 23 2.5%

適温での配食 40 4.4%

特にない 4 0.4%

その他 2 0.2%

合計 916 100.0%

25.9%

10.7%

3.9%

31.3%

20.6%

2.5%

4.4%

0.4%

0.2%

0% 10% 20% 30% 40%

前回と同等の結果が得られた。

25.9%

10.7%

3.9%

31.3%

20.6%

2.5%

4.4%

0.4%

0.0%

0.2%

27.2%

11.0%

4.5%

30.9%

19.6%

2.1%

3.5%

0.2%

0.7%

0.3%

おいしさ

メニューの豊富さ

適度な分量

栄養バランスの良さ

安全・安心さ

給食費を安くおさえること

適温での配食

特にない

無効票

その他

前回調査との比較

令和５年度 令和元年度



6

Q3 給食の献立表（給食だより）を毎日見ていますか。

「時々見ている」が最も多い結果となった。

Q4 給食の内容についてお子さんと話す機会はありますか。

「時々話をすることはある」が最も多い結果となった。

回答数 構成比

毎日見ている 90 27.5%

時々見ている 205 62.7%

見ていない 32 9.8%

合計 327 100.0%

回答数 構成比

よく話をしている 105 32.1%

時々話をすることはある 205 62.7%

話をすることはない 17 5.2%

合計 327 100.0%

毎日見ている

27.5%

時々見ている

62.7%

見ていない

9.8%

前回と同等の結果が得られた。

27.5%

62.7%

9.8%

0.0%

30.7%

62.6%

6.7%
0.0%

23.6%

71.6%

2.9% 1.9%

毎日見ている 時々見ている 見ていない その他

前回調査との比較

令和5年度 令和元年度 平成8年度

よく話をしている

32.1%

時々話をすることはある

62.7%

話をすること

はない

5.2%
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Q5 お子さんは、ふだん朝食を食べていますか。

「毎日必ず食べている」が最も多い結果となった。

回答数 構成比

１．毎日必ず食べている 277 84.7%

２．ほぼ毎日食べている 39 11.9%

３．週に２、３度食べている 4 1.2%

４．全く食べていない 7 2.1%

合計 327 100.0%

毎日必ず食べている

84.7%

ほぼ毎日食

べている

11.9%

週に２、３度食べている

1.2%

全く食べていない

2.1%

84.7%

11.9%

1.2%

2.1%

85.2%

12.8%

1.4%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日必ず食べている

ほぼ毎日食べている

週に２、３度食べている

全く食べていない

前回調査との比較

令和５年度 令和元年度

前回と同等の結果が得られた。

前回と同等の結果が得られた。

32.1%

62.7%

5.2%

0.0%

22.9%

71.5%

5.0%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80%

よく話をしている

時々話をすることはある

話をすることはない

無効票

前回調査との比較

令和５年度 令和元年度
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Q6 Q5の質問で１〜３を選択した⽅のみお答えください。

お子さんは、ご家族と朝食を食べていますか。

「毎日食べている」が最も多い結果となった。

Q7 ご家庭で、お子さんが嫌いな食べ物を、食べてもらうために、工夫している

ことはありますか。【新】

「ある」が、64.8％を占めた。

回答数 構成比

毎日食べている 174 54.4%

時々食べている 57 17.8%

毎日ひとり又は兄弟のみで食べている 89 27.8%

合計 320 100.0%

回答数 構成比

１．ある 212 64.8%

２．ない 115 35.2%

合計 327 100.0%

毎日食べ

ている

54.4%
時々食べている

17.8%

毎日ひとり又は兄弟の

みで食べている

27.8%

毎日食べている

31.1%

時々食べている

34.5%

毎日ひとり又は兄弟

のみで食べている

31.1%

無効票

3.3%

【参考】令和元年度アンケート結果

ある

64.8%

ない

35.2%

※一部質問事項に不備があり、斜里中学校の結果のみの為、比較できない。
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Q8 Q7の質問で１を選択した方のみお答えください。

どのような工夫をされていますか。【新】

「食材を細かくする」が最も多く、次いで「味付けを変える」となった。

＜その他意見＞

・一緒に作る（３票）

・給食をマネして作っている（２票）

・一緒に食べる（２票）

・隣でおいしそうに食べる（２票）

・盛り付けた分は残さず食べてもらう（２票）

・声かけ（２票）

・めげずに出す（１票）

・大皿盛りではなく、個々で盛り付ける（１票）

Q9 お子さんは、木曜日給食のおにぎり（ごはん）を持参していますか。

「持参していない」が 78％を占めた。

回答数 構成比

食材を細かくする 100 40.8%

味付けを変える 62 25.3%

他のものに混ぜる 55 22.4%

量を減らす 13 5.3%

その他 15 6.1%

合計 245 100.0%

回答数 構成比

１．持参している 72 22.0%

２．持参していない 255 78.0%

合計 327 100.0%

40.8%

25.3%

22.4%

5.3%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

持参している

22.0%

持参していない

78.0%

週２回必

ず持参し

ている

24.1%
週１回は持参している

69.7%

持参して

いない

5.6%

無効票

0.6%

【参考】令和元年度アンケート結果

※この時は、週２回おにぎり（ごはん）持参が

あったため、比較できない。
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Q10 Q9の質問で１を選択

「家族が作ったものを持参している」が大半を占めた。

回答数 構成比

家族がつくったものを持参している 69 97.2%

お子さんが自分でつくって持参している 1 1.4%

家族が店で購入したものを持参している 0 0.0%

その他（家族が作ったり、自分で作ったり） 1 1.4%

合計 71 100.0%

家族がつくったものを持参

している

97.2%

お子さんが自分でつくっ

て持参している

1.4%

家族が店で購入したもの

を持参している

0.0%

その他（家族が作ったり、

自分で作ったり）

1.4%

97.2%

1.4%

0.0%

1.4%

0.0%

97.0%

0.9%

0.9%

0.3%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族がつくったものを持参している

お子さんが自分でつくって持参している

家族が店で購入したものを持参している

その他

無効票

前回調査との比較

令和５年度 令和元年度

前回と同等の結果が得られた。
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Q11 Q9の質問で２を選択した方のみお答えください。

お子さんが、おにぎり（ごはん）を持参していない理由を教えてください。

「おこさんが食べないため」が最も多い結果となった。

＜その他意見＞

・持って行く時と持って行かない時がある（５票）

・他のメニューをおかわりしたいと言うため（３票）

・食べる時間がないと言うため（３票）

・冷えたご飯を嫌がるため（２票）

・主食が２つになってしまうから（２票）

・食中毒などが気になるため（２票）

・早く食べ終わりたいと言うため（１票）

・給食を完食してほしいから（１票）

回答数 構成比

お子さんが食べないため 186 73.2%

つくる時間がないため 3 1.2%

つくるのが手間と感じているため 9 3.5%

給食の量で足りていると感じているため 37 14.6%

その他 19 7.5%

合計 254 100.0%

73.2%

1.2%

3.5%

14.6%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80%

73.2%

1.2%

3.5%

14.6%

7.5%

0.0%

75.0%

10.0%

0.0%

0.0%

15.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

お子さんが食べないため

つくる時間がないため

つくるのが手間と感じているため

給食の量で足りていると感じているため

その他

無効票

前回調査との比較

令和５年度 令和元年度

前回と同等の結果が得られた。
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Q12 現在の給食費の金額について伺います。【新】

「適当な額と感じる」が最も多い結果となった。

Q13 町の給食費支援事業として、昨年度（R４年９⽉〜R５年３月分）、給食費を

全額減免しました。あなたは、このことをご存じでしたか。【新】

「知っていた」が 72.2％を占めた。

Q14 町の給食費支援事業として、本年度（R５年４⽉〜）、⾷材料費⾼騰分を⽀援し、給

食費の増額を抑制しています。あなたは、このことをご存じでしたか。【新】

「知らなかった」が 60.9％を占めた。

回答数 構成比

高いと感じる 73 22.3%

適当な額と感じる 239 73.1%

低いと感じる 15 4.6%

合計 327 100.0%

回答数 構成比

知っていた 236 72.2%

知らなかった 91 27.8%

合計 327 100.0%

回答数 構成比

知っていた 128 39.1%

知らなかった 199 60.9%

合計 327 100.0%

高いと感じる

22.3%

適当な額と感じる

73.1%

低いと感じる

4.6%

知っていた

72.2%

知らなかった

27.8%

知っていた

39.1%
知らなかった

60.9%
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Q15 学校給食費は、食材の購入にのみ使用され、施設設備費や人件費等は含まれ

ていませんが、あなたは、このことをご存じでしたか。

「知らなかった」が 62.4％を占めた。

回答数 構成比

知っていた 123 37.6%

知らなかった 204 62.4%

合計 327 100.0%

知っていた

37.6%
知らなかった

62.4%

37.6%

62.4%

51.7%
48.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

知っていた 知らなかった

前回調査との比較

令和５年度 令和元年度

前回よりも、「知らなかった」の割合が多い結果となった。
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Q16 その他ご意見がありましたら記入してください。

８７名からいただいたご意見を、分類してまとめました。

分類 意見 回答数

給食費について

（１１）

給食費の無償化を希望します。 6

給食費をもう少し抑えてほしい。 2

給食費を多少とって採算性を少しでも改善させるべきではない

か？

高校生にも提供していくとか。 1

今までと変わらず引き落としになっていますが、給食費の免除

は全員対象なのでしょうか？ 1

何もかもが高額になって貰えるお金(給料)は据え置きなので苦

しい生活です。 1

給食費が上がってもいいから、斜里産のものを増やしてほし

い。 1

高くなるのは困るけど、適切な価格を希望します。 1

給食費が上がるのは仕方がないと思う。 1

おにぎり持参に

ついて

（１４）

おにぎり持参をなくしてほしい。 8

衛生的に良くない。 5

給食が足りない時も、おにぎりの持参を許可してほしい。 2

おにぎりの管理は自己責任というなら最初から持参を設定しな

いでほしい。 1

町は親と子どものつながりと言っていたが、冷え切った固いお

にぎりで、子どもは喜ばない。 1

おにぎり持参は継続した方がよい。忙しくてもできる。 1

献立・メニュ

ー・レシピにつ

いて

（２６）

地元の食材をもっと使ってほしい。 4

給食の量が少ない。 3

パンが美味しくない。 3

パンの日が多い。 3

パンや牛乳の残食が多くてもったいない。代案はないでしょう

か。 2

給食がおいしくない。 2

子ども達が安心して食べることのできる給食を提供してほし

い。 2

給食だよりに掲載されているレシピが役立っています。 2
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他町と比べて断然おいしいです。 1

温かい給食を出してほしい。 1

腸内環境のためグルテンフリーの食材を増やしてほしい。 1

パンにジャムを付けてほしい。 1

おいしくない。味見をしてほしい。 1

⼩⻨や乳製品、添加物の使⽤を減らしてほしい。 1

牛乳以外の飲み物の日があってもいいと思います。 1

ソースなどの調味料を増やしてほしい。 1

臨時休業等で食べられなかった特別メニューを別日に検討して

ほしい 1

子ども達の意見も聞いて、おいしい給食を提供してほしい。 1

かさましして量を増やすことはできませんか？ 1

家で食べないものも、給食だとおいしく食べてくれる。 1

白米がおいしくない。 1

その他

（５６）

いつもありがとうございます。 33

給食を楽しみに学校へ行っています。 2

特にない。 2

令和の給食食べてみたいです。 1

服に給食のにおいが染みついている。 1

中学校の給食時間を見直してほしい。 1

成⻑期の⼦ども達への⾷育をもっとしてほしいです 1

栄養計算しているのに、自由に減らしたり、おかわりできるシ

ステムに疑問を感じる。 1

多少給食費が高くなってもいいから、手間のかかった給食を出

してほしい。 1

⻑期休暇中になかよしクラブへ通う⼦どもたちへ、給⾷を提供

してほしい。 1

賞味期限が切れていない残った牛乳を持ち帰れるようにしてほ

しい。 1

給食費を払っているのに、食べる時間がなくて、お腹を空かせ

て帰ってくる。 1

ウトロに給食センターを作ってほしい。 1

臨時休業等になった時の廃棄がもったいない。町⺠で分けた

り、改善してほしい。 1
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まとめ

 今回のアンケート調査で見えてきたこと

① 学校給食の役割として、保護者が重視していることの上位 3つは、「健康・体力向上に

役立つ」「偏食をなくす」「弁当作りの手間が省ける」の順になりました。これは、R元

年の保護者アンケート結果と、ほぼ変わっていないと言えます。また、上位 2項目は、学

校給食法で定める学校給食の目標の一つである「適切な栄養の摂取による健康の保持増進

を図ること」に合致しています。

② 学校給食に期待することについても「栄養バランスの良さ」が第 1位の回答となり、①

の調査結果と合せて、保護者の子どもの健康に関する意識の高さが伺えます。また、「お

いしさ」と「安心・安全さ」への期待が上位である一方で、「適温での配食」や「給食費

を安くおさえること」への期待は比較的低いという結果になりました。

③ 給食の献立表については、「毎日見ている」と「時々見ている」を合せて、90.2％とな

ったほか、給食の内容についてお子さんと話す機会については、「よく話をしている」

「時々話をすることはある」をあわせて、94.8％になっており、R元年と変わりなく、給

食に対する関心が高いことが分りました。

④ 現在、木曜日の給食に、おにぎり（ごはん）持参の協力をお願いしていますが、アンケ

ート結果から、持参している割合は、22.0％と約 5世帯に１世帯となっています。

⑤ おにぎり（ごはん）を持参しないご家庭が 78.0％いらっしゃいますが、その理由として

は、「お子さんが食べないので」という回答が一番多く、小学 3年生以上の児童生徒を対

象としたアンケートでも、「麺でおなかいっぱいになる」という児童生徒自身の回答が多

くなっていました。また、「給食の量で足りていると感じているため」との回答もR元年

より増加しています。

⑥ おにぎり持参について、問 16の自由意見のところで、「おにぎり持参をなくしてほし

い」「衛生的によくない」などの意見が出ています。

⑦ 現在の給食費の金額については、全体の約７割の家庭が「適当な額と感じる」と回答し

ています。問 16の自由意見のところでは、給食費に関する意見に分類された中で「無償

化を希望する」「もう少し抑えてほしい」という意見と、「上がるのは困るが、適正な価

格を希望」「上がってもいいので、斜里産のものを増やす」など増額に関連する意見が、

それぞれ回答されていました。
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⑧ 町の給食費支援事業に関する認知については、R4 年度の給食費の全額減免に関しては

全体の約 7割が知っていたとなっていますが、R5年度の増額分の減額については、全体

の約 4割に留まっていました。

⑨ その他自由意見では、87名の方からご意見をいただきました。そのうち献立・メニュ

ー・レシピについてが 26名と最も多く、「地元の食材をもっと使ってほしい」、「給食

の量が少ない」「パンがおいしくない・パンの日が多い」などの意見が多く上がっていま

した。

⑩ そのほか、自由意見の中で分類できないものとして、「いつもありがとうございま

す」、「給食を楽しみに学校へ行っています」というご意見などもいただきました。

【今後の取り組む内容について】

・ 今回のアンケートでは、対象者の 6割を超える回答をいただき、保護者の皆さんの現状

の意向把握と、今後の学校給食運営に関する貴重なご意見をたくさんいただきました。こ

の結果から、町として重点的に取組むことを次のとおりまとめました。

（1） 保護者の皆さんが学校給食に期待している「お子さんの健康と体力の向上」及び

「偏食をなくす」役割を少しでも果たすことができるよう、バランスのとれたメニュ

ーを継続的に提供するため、引き続き「適切な栄養の摂取により、児童生徒の健康の

保持と体力の増進を図ること」を重点目標とし、国の定めた必要な栄養価等（学校給

食摂取基準）の維持に努めます。

（2）「給食だより」について、ホームページでは献立部分のみ掲載を行っていたが、裏

面にある食育に関する情報提供についても今後掲載を行い、広く周知していきます。

また、給食センターの取組や運営・衛生管理対策などについても広く周知し、保護者

の皆さまと児童生徒及び学校給食センターのつながりを意識した事業推進を図りま

す。

（3）おにぎり（ごはん）の持参に関しては、回答をいただいた世帯の約 8割が「持参を

していない」という回答であり、自由意見の中で「持参をなくしてほしい」という声

も上がっています。木曜日におにぎりの持参を求めている理由は、麺の量が少ないた

め、補食として主に炭水化物の供給源であるおにぎりを持参していただくことで、エ

ネルギーを充足させるためとなっています。麵の量を増やすには、その分の給食費が
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必要になります。また、量にあったどんぶりの購入が必要ですが、それらを消毒・保

管するための設備が必要で、かつ置くためのスペースが必要となっていますが、現状

の給食センターでは困難な状況となっています。

（4）上記の課題を含め、現在の給食センターについては、老朽化及び狭隘さを起因とす

る課題や徹底的な衛生管理への対応が急務となっています。そのため、「新たな学校

給食センター」を整備することで、さらなる安全安心で、おいしい給食の安定的な提

供ができると考えています。その検討を、学校給食センター運営委員会や町教育委員

会議、町議会で現在進めています。

（5）おにぎり持参に関して、衛生面で不安がある声に対しては、猛暑が続いていた令和 5

年 8月に「持参おにぎり（ごはん）の適切な管理に関するご協力について（お願

い）」という内容で、各学校を通じて安全におにぎりを持参するポイントをお伝えさ

せていただきましたが、今後も、ご家庭で「おにぎり」を作る場合の「充分な手洗

い」や「素手を避け、ラップを利用する」などの衛生管理面についての周知・啓発を

しっかりと行っていきます。

（6）給食費に関して、負担軽減する事業や給食費の用途などについて、まだ周知が行き

届いていない現状と認識しています。この点については、引き続き広く周知を継続す

るよう努めてまいります。そのうえで、適切な栄養の摂取（学校給食摂取基準）を維

持できるよう、適正な給食費に改定を行うこととします。
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令和 5年 11 月 24 日

斜里町立学校児童生徒の保護者 様

斜里町教育委員会

教育⻑ 岡田 秀明

令和 5年度斜里町学校給食保護者アンケートの実施について（お願い）

初冬の候、皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

日頃より、学校給食センターの運営に対し、特段のご高配、ご協力をいただき厚くお礼申し

上げます。

さて、本町の学校給食は、学校給食法（昭和２９年法律第１６０号）の目標にある、栄養バ

ランスのとれた豊かな給食を提供すること、児童生徒の正しい食事のあり方や好ましい人間関

係を体得するための食習慣・食生活の理解と形成を目的として進めて参りました。

しかし、一方では食生活の多様化や家庭環境の変化に伴い、学校や保護者の皆様から新たな

課題も出てきており、学校給食センター運営委員会等でも、協議を進めてきたところでありま

す。

つきましては、保護者の皆様のご意見を伺い、今後の学校給食運営の参考にして参りたいと

考えておりますので、時節柄大変お忙しいこととは存じますが、下記のアンケート調査にご協

力下さいますようお願いいたします。

回答方法は、下記のQRコードまたは、学校より送信されるマチコミメールのURLからア

ンケートにお答えいただきますようお願いします。QRコードやマチコミメールでの回答が難

しい場合には、別紙の調査票にご記入のうえ、お子さんの登校時に担任の先生までご提出くだ

さい。その他アンケート回答の注意点は下記のとおりです。

保護者の皆様のご理解ご協力をお願いいたします。

＜アンケート回答の注意点＞

・1家庭につき 1回の回答でお願いします。

・紙で提出される場合は、上級学年児童生徒を通して 1家庭につき 1枚の提出をお願いいた

します。

<回答期限>

令和 5年 12 月 7 日（木）まで

〇令和 5年度斜里町学校給食保護者アンケート 回答フォーム

URL： https://forms.gle/iE8KgxoWZoDLp16j7

QRコード

（学校教育課学校給食係）

参考資料＜保護者依頼文＞
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参考資料＜調査用紙＞
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